
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 漢字、計算の定着を９０％以上図った 4 全国学力　３教科平均-3.00以内
3 漢字、計算の定着を８０％以上図った 3 全国学力　３教科平均-4.２２以内
2 漢字、計算の定着を７０％以上図った 2 全国学力　３教科平均-5.45
1 漢字、計算の定着が７０％未満 1 全国学力　３教科平均-5.45以上
4 読書計画に基づいての実施率１００％ 4 各学年の目標冊数・ページ数の達成率９０％

3 読書計画に基づいての実施率８０％ 3 各学年の目標冊数・ページ数の達成率８０％

2 読書計画に基づいての実施率６０％ 2 各学年の目標冊数・ページ数の達成率７０％

1 読書計画に基づいての実施率５０％ 1 各学年の目標冊数・ページ数の達成率６０％

4 各学年家庭学習実施率９５％以上 4 学校の授業は分かりやすい９６％～１００％

3 各学年家庭学習実施率９０％以上 3 学校の授業は分かりやすい９１％～９５％

2 各学年家庭学習実施率８５％以上 2 学校の授業は分かりやすい８５％～９０％

1 各学年家庭学習実施率８５％未満 1 学校の授業は分かりやすい８５％未満

4 児童の積極的参加を１００％ 4 相談できる先生がいる　児童９６％～１００％

3 児童の積極的参加を８０％以上 3 相談できる先生がいる　児童８６％～９５％

2 児童の積極的参加を７０％ 2 相談できる先生がいる　児童８０％～８５％

1 児童の積極的参加を７０％未満 1 相談できる先生がいる　児童８０％未満

4 市ＵＤチェック㊵～項目できている 4 学校で落ち着いて安心して生活できている９１％～１００％

3 市ＵＤチェック㉙～㊴項目できている 3 学校で落ち着いて安心して生活できている８１％～９０％

2 市ＵＤチェック㉘項目できている 2 学校で落ち着いて安心して生活できている７５％～８０％

1 市ＵＤチェック㉘項目未満 1 学校で落ち着いて安心して生活できている７５％未満
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2 2
1 1
4 元気アップカードの活用　毎日 4 体力合計点　全校平均　＋１以上
3 元気アップカードの活用　週４日 3 体力合計点　全校平均　　０
2 元気アップカードの活用　週３日 2 体力合計点　全校平均－０．５３
1 元気アップカードの活用　週３日未満 1 体力合計点　全校平均－０．５３未満

4 週のうち完食が３回以上 4 給食残さい率　　２．４％
3 週のうち完食が２回以上 3 給食残さい率　　２．５％
2 週のうち完食が１回以上 2 給食残さい率　　２．６％
1 週のうち完食が１回未満 1 給食残さい率　　２．６％以上
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4 地域人材・環境の活用率８０％～ 4 自分の将来を考える　　８６％～１００％

3 地域人材・環境の活用率６６％～７９％ 3 自分の将来を考える　　８１％～８５％

2 地域人材・環境の活用率５０％～６５％ 2 自分の将来を考える　　７５％～８０％

1 地域人材・環境の活用率５０％未満 1 自分の将来を考える　　７５％未満
4 ８６％～１００％教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 4 早寝・早起き・朝ごはんを実践できた９１％～１００％

3 ７１％～８５％教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 3 早寝・早起き・朝ごはんを実践できた８４％～９０％

2 ６０％～７０％教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 2 早寝・早起き・朝ごはんを実践できた８３％

1 ６０％未満の教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 1 早寝・早起き・朝ごはんを実践できた８３％未満
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丈夫な体とたくまし
い心を育てる。

昭島市立田中小学校　平成３０年度　 学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎・基本を大切に
し、わかる授業の実践
に努める。（授業改善・
新学習指導要領移行
措置含む）

漢字の読み書き、四則
計算の力を定着させ
る。

授業、ベーシックドリル
日常の小テスト
力試し、補習教室
宿題、サマーラボ等

学校教育目標
○　よく考える子
・　思いやりのある子
・　たくましい子

ビジョン

・子供が　願いをもって生き生きと学習し、思いやりの心をもって明るく活動し、健康や安全に気を付けて力一杯運動している学校　

・伝え合い・学び合い・高め合う子供

・教育公務員として自覚をもち、協働体制を確立し、教育活動を推進する教師

朝読書、読書旬間等で
意欲をため、学年相応
の図書を読ませる。

毎週月曜・金曜日の朝
読書・学級での図書館
利用・図書の貸し出し
活用・読み聞かせ

学年相当の時間（学年
×１０分）に基づいた家
庭学習を推進させる。

自己の課題克服
グットライフ調査
宿題

豊
か
な
心

生命を尊重し互いに認
め合える、豊かな心を
育てる。

様々な体験活動を通し
て心の交流（児童・教
師）を図る。

縦割班活動・奉仕活
動・栽培活動・交流活
動

教室・学習環境を見直
して、すべての児童に
やさしい学校・学級に
する。

児童理解に努め、個に
応じた指導を進める。

健
や
か
な
体

自分の将来を見つめ、
自らの生き方を考える
力を育てる。

児童の基礎体力の向
上を図る。

元気アップガイドや学
習カードを活用して運
動の学び方を身につ
け体力をつける。

　 　

健康教育、食に関する
指導を推進する。

担任の声かけ
視覚的な掲示
衛生保持・病気の対応
残さいのおにぎり換算

輝
く
未
来

地域の人材や教育環
境の活用を図る。

地域人材（水辺学習・昔
遊び・交流給食・職場体
験）や地域環境（施設・公
園）の活用を通して

  

基本的生活習慣の確
立を図る。
（今やるべきことの確
認）

早寝・早起き・朝ごはん


